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東京消防庁救急相談センター統計について 

 

１ はじめに    

東京消防庁救急相談センター（以下「救急相談センター」という。）は、平成１９年６月１日に運用

を開始しました。 
これまでの救急相談センターの受付及び救急相談状況等は、「東京の救急」や「救急活動の現況」等

の広報誌で統計を公開しているところですが、都民の皆さまに救急相談センターの運用状況等を提供

し理解を得るとともに、今後、更なる利用促進を目的として、救急相談センターの統計を東京消防庁ホ

ームページに公開いたします。 
２ 東京消防庁救急相談センター開設の経緯 

第２６期東京消防庁救急業務懇話会答申（諮問事項「救急業務における傷病者の緊急性に関する選別

（トリアージ）及びその導入のための環境整備はいかにあるべきか」平成１８年３月）において、救急

要請の必要性や受診等の緊急度判断に関するアドバイス、応急手当に関するアドバイス、医療機関案内

等を行う「救急相談センター」の整備の必要性が提言されました。これを踏まえ東京消防庁では、「救

急相談センター（仮称）の整備に向けた検討委員会」を設置し、開設に向けた検討を行うとともに、東

京消防庁、公益社団法人東京都医師会、救急医学に関する専門医及び東京都福祉保健局の四者による連

絡会において検討を実施した結果、都民自身による救急要請に関する緊急性の判断の適正化を促進し、

真に救急車を必要とする都民に対して、適切かつ効果的に救急隊が対応できる体制を構築するため、平

成１９年６月１日に「東京消防庁救急相談センター」を特別区（千代田区）と多摩地区（立川市）に設

置し運用を開始しました。  
３ 救急相談業務 

⑴  業務内容等 

ア 症状に基づく、緊急性の有無のアドバイス・受診科目等の判断に関するアドバイス   
イ 応急手当に関するアドバイス 
ウ 医療機関案内 
エ 関係機関等が開設する窓口等の案内 
⑵  救急相談の手順 

相談看護師は救急医学に関する専門医等により作成された、医学的な根拠に基づく救急相談プロ

トコールを使用し、症状に基づいて緊急性の有無や受診科目等のアドバイス、応急手当に関するア

ドバイスを行います。救急相談センター内には公益社団法人東京都医師会との協定に基づき、救急

相談医が常駐しており、救急相談業務における医学的判断プロセスの監督と最終決定を行います。

救急相談の結果、救急車による緊急受診が必要と判断した場合は、電話を災害救急情報センターに

転送し救急車を出動させ、救急車の必要はないが病院での受診が必要な方には、受診時期や受診科

目等を助言するとともに、必要に応じて医療機関の案内を行っています。  
４ 救急相談プロトコール 

救急相談センターにおける救急相談プロトコールとは、電話救急相談を行う際に、傷病者の緊急度

判断及びその判断に基づいて提供する情報の標準化を目的として作成されている「手順書」で、日本救

急医学会の監修により東京都医師会が編集したものです。 
救急相談プロトコールにおける緊急性は、以下の５つのカテゴリーに分類されています。  
⑴  赤カテゴリー：救急車による緊急受診  
⑵  橙カテゴリー：少なくとも１時間以内に緊急自力受診 
⑶  黄カテゴリー：６時間以内を目安に早期自力受診 
⑷  緑カテゴリー：当日もしくは翌日の通常診療時間内に自力受診  
⑸  青カテゴリー：経過観察 
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【資料１－１】 

１ 受付の状況等 

  救急相談センター運用開始の平成１９年６月１日から平成３０年までの受付の状況等です。（資料１－１参照） 
 

平成１９年６月１日から平成３０年までの受付の状況等 

中等症以上

平成19年中
（平成19年6月1日～
平成19年12月31日）

155,885 139,685 14,422 1,849 545 287 1,485 6

平成20年中 279,084 238,531 34,208 4,443 1,358 1,085 5,234 26

平成21年中 313,908 251,599 52,940 6,251 2,179 1,262 8,093 14

平成22年中 292,882 219,459 66,749 8,145 3,058 2,133 4,527 14

平成23年中 312,390 230,231 79,338 11,103 4,162 2,086 731 4

平成24年中 321,355 238,257 82,075 10,989 4,084 506 512 5

平成25年中 314,737 224,511 89,617 13,388 4,894 101 506 2

平成26年中 330,865 226,123 103,688 18,043 6,143 87 964 3

平成27年中 375,458 224,844 145,554 25,576 8,095 232 4,823 5

平成28年中 378,776 225,879 152,145 28,269 8,555 535 215 2

平成29年中 369,018 195,707 172,551 29,838 9,734 613 146 1

平成30年中 398,877 196,012 201,943 30,003 10,106 666 254 2

累計 3,843,235 2,610,838 1,195,230 187,897 62,913 9,593 27,490 84

（※）　かけ直し依頼とは、電話がつながり救急相談を希望したが、看護師が全て相談中で対応できないことから、電話をかけ直すよう依頼したもの。

相談前
救急要請

かけ直し依頼
（※）

その他救急要請受付総件数 医療機関案内 救急相談
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【資料１－２】 

平成３０年の受付総件数３９８，８７７件（対前年比２９，８５９件増）のうち、医療機関案内は１９６，０１２件（対前年比３０５件増）、救急相談件数は２０

１，９４３件（対前年比２９，３９２件増）です。 
救急相談の結果、緊急度評価が赤カテゴリー（救急車で受診）となったものは、５９，５７２件（対前年比４，３４５件減）、「呼吸なし」・「脈なし」・「水没」・「冷

たくなっている」等の受付内容から相談前に救急要請となったものが６６６件（対前年比５３件増）です。（資料１－２参照） 
 

東京消防庁救急相談センター受付状況等について（平成３０年中） 

 

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

43, 172 1, 392.6 30, 576 1, 092.0 31, 751 1, 024.2 30, 788 1, 026.3 34, 709 1, 119.6 30, 851 1, 028.4 36, 716 1, 184.4 36, 980 1, 192.9 31, 931 1, 064.4 33, 238 1, 072.2 31, 651 1, 055.0 38, 082 1, 228.5 410, 445 1124.5

40, 388 1, 302.8 30, 576 1, 092.0 30, 225 975.0 30, 788 1, 026.3 33, 060 1, 066.5 29, 561 985.4 36, 716 1, 184.4 34, 469 1, 111.9 31, 931 1, 064.4 31, 430 1, 013.9 31, 651 1, 055.0 38, 082 1, 228.5 398, 877 1092.8

21, 956 708.3 15, 045 537.3 14, 183 457.5 15, 340 511.3 17, 027 549.3 13, 723 457.4 18, 175 586.3 17, 165 553.7 15, 791 526.4 14, 934 481.7 14, 566 485.5 18, 107 584.1 196, 012 537.0

18, 354 592.1 15, 467 552.4 15, 980 515.5 15, 387 512.9 15, 965 515.0 15, 783 526.1 18, 430 594.5 17, 196 554.7 16, 072 535.7 16, 420 529.7 17, 007 566.9 19, 882 641.4 201, 943 553.3

6, 648 214.5 5, 581 199.3 5, 569 179.6 4, 261 142.0 4, 318 139.3 4, 214 140.5 4, 988 160.9 5, 026 162.1 4, 664 155.5 4, 566 147.3 4, 563 152.1 5, 174 166.9 59, 572 163.2

4, 158 134.1 3, 450 123.2 3, 539 114.2 3, 732 124.4 3, 799 122.5 3, 649 121.6 4, 346 140.2 4, 059 130.9 3, 957 131.9 3, 938 127.0 4, 207 140.2 4, 990 161.0 47, 824 131.0

4, 188 135.1 3, 515 125.5 3, 892 125.5 4, 341 144.7 4, 592 148.1 4, 677 155.9 5, 575 179.8 4, 722 152.3 4, 365 145.5 4, 507 145.4 4, 887 162.9 5, 775 186.3 55, 036 150.8

1, 783 57.5 1, 589 56.8 1, 595 51.5 1, 777 59.2 1, 910 61.6 1, 863 62.1 2, 064 66.6 2, 035 65.6 1, 815 60.5 1, 951 62.9 1, 922 64.1 2, 250 72.6 22, 554 61.8

219 7.1 166 5.9 247 8.0 239 8.0 212 6.8 203 6.8 229 7.4 200 6.5 191 6.4 264 8.5 236 7.9 268 8.6 2, 674 7.3

1, 358 43.8 1, 166 41.6 1, 138 36.7 1, 037 34.6 1, 134 36.6 1, 177 39.2 1, 228 39.6 1, 154 37.2 1, 080 36.0 1, 194 38.5 1, 192 39.7 1, 425 46.0 14, 283 39.1

63 2.0 53 1.9 58 1.9 52 1.7 50 1.6 43 1.4 79 2.5 56 1.8 43 1.4 49 1.6 56 1.9 64 2.1 666 1.8

15 0.5 11 0.4 4 0.1 9 0.3 18 0.6 12 0.4 32 1.0 52 1.7 25 0.8 27 0.9 20 0.7 29 0.9 254 0.7

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 0.1 0 0.0 2 0.0

＊1の緊急度評価はプロトコールに従った緊急度評価

＊2の応答率は総着信件数に占める受付件数の割合（応答率＝受付件数÷総着信件数（％））

94.7% 94.3% 94.3%応答率 (*2) 95.8% 92.3% 93.2% 94.7% 94.6%93.6% 94.3% 95.2% 94.4% 95.2%

②
　
救
急
相
談

 

(

*
1

)

④か け 直 し依頼

③相談前救急要請

緑

　

平成30年�
3月

青

黄

橙

平成30年�
4月

平成30年�
1月

赤

区　  　  　分

平成30年�
2月

受付総件数

総着信件数

⑤苦  情

①医療機関案内

緊急度評価対
象外（未記載･
不明を含む）

合　　計
平成30年�

5月
平成30年�

6月
平成30年�

10月
平成30年�

11月
平成30年�

8月
平成30年�

7月
平成30年�

9月
平成30年�

12月
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【資料２】 

２ 救急相談の内訳 

  救急相談の結果、１１９番転送になったものは３０，００３件、そのうち赤カテゴリー（救急車で受診が必要）となった事案は２９，１９５件です。 

  また、自力受診となったものは、病院端末による医療機関案内９６，９３３件、東京都医療機関案内サービス「ひまわり」等による医療機関案内６，０

６７件、かかりつけ案内３７，８９８件です。救急相談以外の内容により、他機関案内としたものは２，７６９件です。（資料２参照） 

 
救急相談の内訳（平成３０年中） 

 

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

計
１日
平均

3, 205 103.4 2, 762 98.6 2, 772 89.4 2, 146 71.5 2, 154 69.5 2, 201 73.4 2, 429 78.4 2, 557 82.5 2, 366 78.9 2, 309 74.5 2, 395 79.8 2, 707 87.3 30, 003 82.2

赤 3, 139 101.3 2, 692 96.1 2, 716 87.6 2, 093 69.8 2, 091 67.5 2, 137 71.2 2, 346 75.7 2, 492 80.4 2, 295 76.5 2, 257 72.8 2, 319 77.3 2, 618 84.5 29, 195 80.0

橙 53 1.7 48 1.7 43 1.4 43 1.4 45 1.5 50 1.7 56 1.8 45 1.5 61 2.0 36 1.2 54 1.8 70 2.3 604 1.7

黄 12 0.4 18 0.6 10 0.3 7 0.2 13 0.4 10 0.3 20 0.6 16 0.5 7 0.2 14 0.5 18 0.6 16 0.5 161 0.4

緑 1 0.0 2 0.1 3 0.1 3 0.1 5 0.2 4 0.1 6 0.2 3 0.1 3 0.1 2 0.1 4 0.1 2 0.1 38 0.1

青 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0

対象外(未

記載･不明

含む）
0 0.0 2 0.1 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.0 1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.0 5 0.0

8, 327 268.6 6, 798 242.8 7, 171 231.3 7, 482 249.4 7, 779 250.9 7, 628 254.3 8, 814 284.3 8, 197 264.4 8, 071 269.0 8, 072 260.4 8, 545 284.8 10, 049 324.2 96, 933 265.6

586 18.9 569 20.3 472 15.2 489 16.3 536 17.3 485 16.2 480 15.5 559 18.0 462 15.4 458 14.8 416 13.9 555 17.9 6, 067 16.6

3, 230 104.2 2, 865 102.3 2, 853 92.0 2, 895 96.5 3, 034 97.9 3, 084 102.8 4, 074 131.4 3, 289 106.1 2, 886 96.2 2, 966 95.7 3, 119 104.0 3, 603 116.2 37, 898 103.8

544 17.5 398 14.2 603 19.5 607 20.2 547 17.6 526 17.5 523 16.9 555 17.9 476 15.9 607 19.6 532 17.7 644 20.8 6, 562 18.0

8, 756 282.5 7, 297 260.6 7, 387 238.3 7, 240 241.3 7, 492 241.7 7, 427 247.6 8, 403 271.1 7, 600 245.2 7, 028 234.3 6, 876 221.8 7, 339 244.6 8, 596 277.3 91, 441 250.5

162 5.2 138 4.9 237 7.6 266 8.9 269 8.7 237 7.9 222 7.2 234 7.5 243 8.1 208 6.7 232 7.7 321 10.4 2, 769 7.6

21 0.7 28 1.0 95 3.1 111 3.7 110 3.5 88 2.9 95 3.1 102 3.3 99 3.3 83 2.7 95 3.2 166 5.4 1, 093 3.0

0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 1 0.0 0 0.0 2 0.0

35 1.1 42 1.5 53 1.7 64 2.1 64 2.1 52 1.7 48 1.5 49 1.6 61 2.0 46 1.5 46 1.5 62 2.0 622 1.7

1 0.0 2 0.1 2 0.1 1 0.0 2 0.1 4 0.1 5 0.2 6 0.2 5 0.2 2 0.1 3 0.1 5 0.2 38 0.1

105 3.4 66 2.4 87 2.8 90 3.0 93 3.0 93 3.1 73 2.4 77 2.5 78 2.6 77 2.5 87 2.9 88 2.8 1, 014 2.8

179 5.8 151 5.4 176 5.7 138 4.6 148 4.8 148 4.9 162 5.2 164 5.3 136 4.5 153 4.9 162 5.4 164 5.3 1, 881 5.2

1, 563 50.4 1, 328 47.4 1, 263 40.7 1, 031 34.4 1, 115 36.0 1, 079 36.0 1, 297 41.8 1, 236 39.9 1, 070 35.7 1, 238 39.9 1, 212 40.4 1, 359 43.8 14, 791 40.5

※１　緊急度区分は、プロトコールに従った緊急度評価。

※２　他道府県の医療機関案内、消防本部、民間救急コールセンター、心の電話相談等を案内したもの。
※３　相談の結果、自力で１１９番、自力で受診又は自力で民間救急を利用等に分類されるもの。

相談者による途中切断等

ひまわり（保健医療

福祉相談・外国語）

そ の 他（※２）

口 頭 指 導

 

 母と子の健康相談室

そ の 他（※３）

1
　
1
　
9
　
番
　
転
　
送

(

※
１

)

緊
　

急
　
度
　
評

　
価

病院端末情報によ
る医療機関案内

合　　計
平成30年�

9月
平成30年�

10月
平成30年�

11月
平成30年�

12月

 

平成30年�
8月

平成30年�
3月

平成30年�
2月

平成30年�
4月

平成30年�
7月

平成30年�
6月

平成30年�
5月

平成30年�
1月

中 毒 1 1  0  番

ひまわり等による
医療機関案内

経過観察

かかりつけ案内

精神科救急
医療情報センター

他
　
　
機
　
　
関
　

　
案
　
　
内

区　　　　分
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【資料３－１】 

３ 年齢構成別、１１９番転送の割合の推移 

  救急相談の結果、１１９番転送になった割合を年齢構成別でみると、平成２８年をピークに全年齢層で下がっています。 

年齢層が上がるほど１１９番転送の割合は高い傾向にあります。（資料３－１参照） 

 
年齢構成別、１１９番転送の割合の推移（割合は各年各年齢層の相談件数における割合） 
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【資料３－２】 

４ 年齢構成別、１１９番転送の件数の推移  

  救急相談件数が年々増加していることから、救急相談後に１１９番転送となった件数も増加しています。平成２６年と平成３０年の１１９番転送の件

数を比較すると１．７倍に増加しています。 

相談者対象者を年齢構成別に比較すると、０歳から４歳は１．１倍、５歳から１４歳は１．１倍、１５歳から６４歳は１．７倍、６５歳から７４歳は１．

６倍、７５歳以上は２．１倍に増加しています。（資料３－２参照） 

 

 

年齢構成別、１１９番転送の件数の推移 

 

(4,443 件) 

(6,251 件) 

(8,145 件) 

(11,103 件) (10,989 件) 

(13,388 件) 

(18,043 件) 

(25,576 件) 

(28,269 件) 
(29,838 件) 

(30,003 件) 
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【資料４－１】 

５ 年齢構成別、病院搬送症例における中等症以上の割合 

  救急相談後に救急車で病院搬送された方のうち、初診時程度が緊急入院となる中等症以上（中等症・重症・重篤・死亡）の年齢構成別の割合は、平成２

８年以降増加傾向で、年齢層が上がるほど中等症以上の割合が高い傾向があります。（資料４－１参照） 

 

年齢構成別、病院搬送症例における中等症以上の割合（割合は各年各年齢層の救急相談から救急車搬送となったものにおける割合） 
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【資料４－２】 

６ 年齢構成別、病院搬送症例における中等症以上の件数 

  救急相談後に救急車で病院搬送となる件数の増加に伴い、緊急入院となった中等症以上（中等症・重症・重篤・死亡）の件数も増加しています。平成２

６年と平成３０年を比較すると１．７倍に増加しています。 

  相談対象者を年齢構成別に比較すると、０歳から４歳は０．９倍、５歳から１４歳は０．８倍、１５歳から６４歳は１．６倍、６５歳から７４歳は１．

７倍、７５歳以上は２．０倍に増加しています。（資料４－２参照） 

 

年齢構成別、病院搬送症例における中等症以上の件数 

 

(1,358 件) 

(2,179 件) 

(3,058 件) 

(4,084 件) 
(4,162 件) 

(4,894 件) 

(6,143 件) 

(8,555 件) 

(8,095 件) 

(9,734 件) 

(10,106 件) 
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【資料５－１】 

７ 受付傾向 

 ⑴ 曜日別平均受付状況 

   医療機関受診可能な月曜日から金曜日の平日において、受付件数及び救急相談件数は、ほぼ横ばいとなっています。 

   多くの医療機関が休診となる土曜日・日曜日に受付件数及び救急相談件数が増加しています。（資料５－１参照） 

 

 

 

曜日別平均受付状況（平成３０年中、１日あたり） 
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【資料５－２】 

⑵ 平日の時間帯別平均受付状況 

   医療機関の診察時間内の多くの医療機関が診察時間外となる夜間帯に増加しています。 

救急相談件数において、２０時台が平均３６．２件と最も多く、最も少ない４時台の平均１１．７件と比べ約３倍です。（資料５－２参照） 

 

 

 

平日の時間帯別平均受付状況（平成３０年中、１日あたり） 
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【資料５－３】 

⑶ 休日の時間帯別平均受付状況 

   休日の場合は、多くの医療機関が休診であるため、日中から深夜まで受付件数及び救急相談件数が多くなっています。 

救急相談件数において、１９時台と２０時台が平均３７．３件で最も多く、最も少ない４時台の平均１２．５件の約３倍です。（資料５－３参照） 

 

 

 

 
 

休日の時間帯別平均受付状況（平成３０年中、１日あたり） 
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【資料６】 

８ 救急相談者の構成比 

  家族からの救急相談が、全体の約６割を占めています。（資料６参照） 

 

 

救急相談者の構成比 

 
 

本人

74,851 
37.1%

家族

115,998 
57.4%

その他

10,703 
5.3%

不明

391 
0.2%

平成 30 年中（合計値=201,943） 
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【資料７】 

９ 救急相談対象者の男女比 

  女性の救急相談がやや多いです。（資料７参照） 

 

救急相談対象者の男女比 

 

男

91,809 
45.5%女

108,646 
53.8%

不明

1,488 
0.7%

平成 30 年中（合計値=201,943） 
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【資料８】 

１０ 救急相談対象者の年齢構成 

   １歳から４歳の救急相談が最も多く、９歳以下の救急相談対象者が全体の３割を超えています。（資料８参照） 

 

救急相談対象者の年齢構成比（５歳ごと） 
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【資料９】 

１１ 救急相談から救急車搬送となったものと初診時程度（医師の診察結果） 

   軽症が約６割ですが、緊急入院となった中等症以上（中等症・重症・重篤・死亡）は、約３割（１０，１０６件）です。（資料９参照） 

 

年齢構成別、病院搬送症例における中等症以上の件数 

 

軽症 18,733 
62.4%

中等症 9,437 
31.5%

重症 529 
1.8%

重篤 131 
0.4%

死亡 9 
0.0%

救急車出場するも搬送しなかったもの 1,164 
3.9%

平成 30 年中（合計値=30,003） 

中等症以上 

１０，１０６件 

３４．７％ 
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【資料１０】 

１２ プロトコール別で見た救急相談で多い症状 

   プロトコール使用頻度の上位は、１位：発熱（小児）１４，８００回、２位：腹痛１２，２２９

回、３位：頭部外傷（小児）１０，６３１回、４位：四肢・顔面外傷９，０９５回、５位：発熱８，

５６９回で、小児に関する相談が上位を占めています。 

プロトコール使用頻度上位２０例の使用回数は１１８，２８１回、全プロトコール使用回数に対

する割合は６５．９％です。（資料１０参照） 

 

 

 

プロトコール別使用頻度上位２０例（平成３０年中） 

使用頻度

順位 

プロトコ

ール№ 
タイトル 

使用頻度 

（回） 

全プロトコール使用

回数に対する割合 

１ Ｐ１ 発熱（小児） １４，８００ ８.６％ 

２ １６ 腹痛 １２，２２９ ６.８％ 

３ ４３ 頭部外傷（小児） １０，６３１ ５.９％ 

４ ５０ 四肢・顔面外傷 ９，０９５ ５.１％ 

５ １３ 発熱 ８，５６９ ４.８％ 

６ ３１ めまい・ふらつき ７，１１６ ４.０％ 

７ ７ 頭痛 ６，７２４ ３.７％ 

８ ８ 胸痛 ５，４２０ ３.０％ 

９ Ｐ６ 嘔吐・吐き気（小児） ５，１９２ ２.９％ 

１０ １９ 嘔吐・吐き気 ４，６４４ ２.６％ 

１１ ８１ 腰痛 ４，２００ ２.３％ 

１２ １ 呼吸困難 ４，０４４ ２.３％ 

１３ ６９ しびれ ４，０１５ ２.２％ 

１４ ４２ 頭部外傷 ３，５７２ ２.０％ 

１５ ６０ 異物誤飲 ３，４８４ １.９％ 

１６ ７９ 口腔内の問題 ３，３５３ １.９％ 

１７ ３７-１ 脚の問題 ３，０６４ １.７％ 

１８ Ｐ５ 発疹（小児） ２，８１４ １.６％ 

１９ ４６ 鼻の外傷 ２，７０２ １.５％ 

２０ ４ 動悸 ２，６１３ １.５％ 

    計 １１８，２８１回 ６５.９％ 

 
                       全プロトコール使用回数 １７９，５６７回 
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【資料１１】 

１３ プロトコール別で見た救急相談で多い症状（小児） 

   小児（概ね１５歳以下）プロトコール使用頻度の上位は、１位：発熱（小児）１４，８００回、

２位：頭部外傷（小児）１０，６３１回、３位：嘔吐・吐き気（小児）５，１９２回、４位：四肢・

顔面外傷３，５９８回、５位：発疹（小児）２，８１４回です。 

   小児プロトコール使用頻度上位２０例の使用回数は５８，２８５回、全小児プロトコール使用回

数に対する割合は８６．５％です。（資料１１参照） 

 

 

小児プロトコール別使用頻度上位２０例（平成３０年中） 

使用頻

度順位 

プロトコ

ール№ 
タイトル 

使用頻度 

（回） 

全小児プロトコール使

用回数に対する割合 

１ Ｐ１ 発熱（小児） １４，８００ ２２.０％ 

２ ４３ 頭部外傷（小児） １０，６３１ １５.８％ 

３ Ｐ６ 嘔吐・吐き気（小児） ５，１９２ ７.７％ 

４ ５０ 四肢・顔面外傷 ３，５９８ ５.３％ 

５ Ｐ５ 発疹（小児） ２，８１４ ４.２％ 

６ ６０ 異物誤飲 ２，６１３ ３.９％ 

７ Ｐ８ 腹痛（小児） ２，５６２ ３.８％ 

８ Ｐ３ 咳（小児） １，９７９ ２.９％ 

９ Ｐ１１ 呼吸困難（小児） １，９７１ ２.９％ 

１０ ７９ 口腔内の問題 １，８６２ ２.８％ 

１１ Ｐ２ 痙攣・ふるえ（小児） １，７１１ ２.５％ 

１２ Ｐ１０ 耳痛（小児） １，５３９ ２.３％ 

１３ Ｐ１３ 諦泣 １，０８９ １.６％ 

１４ ４６ 鼻の外傷 １，０７５ １.６％ 

１５ Ｐ１７ 頭痛（小児） ９９８ １.５％ 

１６ ５３ 熱傷 ８４８ １.３％ 

１７ Ｐ７ 下痢（小児） ８０１ １.２％ 

１８ ６５ 過量服薬 ７７４ １.１％ 

１９ Ｐ１５ 便の色の異常 ７６５ １.１％ 

２０ ３６ 上肢の問題 ６６３ １.０％ 

    計 ５８，２８５回 ８６.５％ 

 
                     全小児プロトコール使用回数 ６７，３７２回 


